
イテ乾 よのなか教室 ①  (講 諭 ア ー マ 夢を追い力ヽ すて

目 的 ○ さまざまな経験をされた社会人の方の話を聞き、夢を描くことの大切さを知る。

○ 夢の描き方を学ぶとともに、生き方についての考えを深める。

日 時 平成27年 10月 2日 0) 6校 時 場 所 富島中学校 多目的室

講 師 日向リサイクルセンター長 川崎 氏修

議 第 1学年主任   第 1学年職員     1 対象者 第 1学年生徒および 1学年職員

指

導

計

画

事前

○ 進路学習を進める上で「進路ガイダンス」を実施し、その中で、「よのなか教室」の意義や

目的などを確認させる。

○ 現在の自分の夢や生き方についてのアンケー トを実施し、現状を把握する。

当 日

第 1回目の「よのなか教室」であり、講師の方の言舌を聞いて感じたこと、

あるいは、疑間に,思ったことを表現させる。 (質問や感想の調

総合ファイルに簡単なメモ用プリントを準備し、随時書かせる。

考えたこと

(日  程∋

1挨 拶

2 講師紹介  ( 5分 )

3  講 言舌    (35分 )

4 質疑応答  (10効

6  麟 ・勧

(銅知

・ 湯茶 。案内  1/1Vヤr先生 。増田先ω

・ 移動 。整列等確認  僕香子先生)

。 生徒確認  癖彎先生 。大平先ω

。 司会進行  椿 田先ω

。 講師紹介  

“

「 内)

・ 記録 。写真  (裕史先ω

・ プロジェクター等準備 。会場設営

晰 田先生 。渡邊先生・山之口先生)

難

○ 帰りの会で感想用紙を書かせる。

○ 自分の夢を描くとともに、その描き方の一つとして捉えさせ、今後の進路学習に対する

意識を高める

評 価 ○ 進路学習を進めるうえで、「よのなか教室」の意義を提えるとともに、自分の夢を描こうと

する姿がみられた力、



⿊⽥⼯業 

ひゅうがリサイクルセンター

⼯場⻑ 川崎修さん 

川崎さんの話に引き込まれるよ

うに、熱心に聞く生徒たち 



 

失敗や挫折から学んだことを

語る川崎さん 

未来を考えるだけでなく、 

先ずは「今、ここ、を生きる」

ことが大事だと説く川崎さん 










